
世界の恒久平和は人類共通の願いです。そんな願いを込めて、古賀市りんぽ・かんでは毎年、夏
休み期間中に子どもたちを対象にした「夏休み平和人権教室」を開催しています。被爆体験者の
話を聞いたり、平和の願いを込めて牛乳パックを利用したキャンドル作りなどの事前学習を経
て、被爆地長崎を訪れて爆心地や原爆資料館などを見学します。戦争や原爆の悲惨さを学ぶこと
を通して「平和の大切さ」を肌で感じるりんぽ・かんの「平和人権教室」にぜひご参加ください。
●詳しい内容や募集要項は市内各小学校を通じてチラシを配布します。

平和の大切さを肌で感じる体験

牛乳パックを利用して作ったキャンドルを前に参加者全員でキャンドルの集いを
開催（昨年の平和人権教室から：古賀市りんぽ・かん）。

りんぽ・かん古賀市 日吉3-14-1

古賀市りんぽ・かん通信 Vol.6
古賀市りんぽ・かん通信“りん・か－ん”　発行日●2010年６月１日　発行●古賀市りんぽ・かん　〒811‒3106 福岡県古賀市日吉３丁目14‒１TEL／092‒943‒4222㈹ FAX／092‒943‒4244
E-Mail ／ rinpokan@city.koga.fukuoka.jp　　　印刷●コロニー印刷

1――RINPO∙CAN



初級編

　

２
０
０
７
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
り
ん
ぽ
・
か
ん
の
異
文
化
教
室
。

中
で
も
韓
国
文
化
（
韓
国
語
）
教
室
は
こ
れ
ま
で
に
第
５
期
生
（
６
教

室
）
ま
で
の
受
講
生
が
６
か
月
間
（
20
講
座
）
の
基
礎
講
座
を
終
え
、

今
で
も
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ほ
ぼ
毎
日
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
古
賀
市
か
ら
は
東
京
や
北
海
道
へ
行
く
よ
り
も
近

い
韓
国
は
、
市
民
に
と
っ
て
は
最
も
身
近
で
親
し
み
や
す
い
外
国
。

ま
た
、
２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
韓
流
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
今
で

も
大
人
気
の
り
ん
ぽ
・
か
ん
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
、
そ
れ
が
こ
の
韓

国
文
化
（
韓
国
語
）
教
室
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
韓
国
語
を
教
え
る
内
容
が
中
心
の
語
学
教
室
で
す
が
、

あ
く
ま
で
も
こ
こ
で
の
教
室
は
「
文
化
教
室
」。
韓
国
の
歴
史
や
文
化
、

さ
ら
に
は
最
新
の
韓
国
情
報
や
韓
流
ス
タ
ー
情
報
な
ど
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
〝
韓
国
〞
が
学
べ
ま
す
。
講
師
に
は
、
２
０
０
７
年
度
の
第
１

期
生
か
ら
務
め
る
人
気
講
師
の
朴　

永
奎
（
パ
ク
・
ヨ
ン
キ
ュ
）
先
生

で
、
あ
な
た
が
知
り
た
い
韓
国
が
思
う
存
分
楽
し
め
ま
す
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
国
際
感
覚
、
そ
し
て
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
り
ん
ぽ
・
か
ん
の

異
文
化
教
室
に
、
さ
あ
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

 　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！　

朴　

永
奎
（
パ
ク
・
ヨ
ン
キ
ュ
）
先
生
の

韓
国
文
化
（
韓
国
語
・
初
級
編
）
教
室
第
６
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
、
最
も
ホ
ッ
ト
で
日
本
に
一
番
近
い
海
外
「
韓
国
」。
そ
ん
な
お

隣
韓
国
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
韓
国
語
も
わ
か
り
や
す
く
お

も
し
ろ
く
教
え
る
古
賀
市
り
ん
ぽ
・
か
ん
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

 　

ち
ょ
っ
ぴ
り
国
際
感
覚
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
異
文
化
教
室
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日　

程　
　

７
月
６
日
（
火
）
〜
12
月　

毎
週
火
曜
日
19
時
〜
21
時

場　

所　
　

古
賀
市
り
ん
ぽ
・
か
ん

定　

員　
　

30
人
（
韓
国
語
初
級
編
）

講　

師　
　

朴　

永
奎
（
パ
ク
・
ヨ
ン
キ
ュ
）

 　

古
賀
市
民
な
ら
誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
が
、
教

材
費
と
し
て
３
，
０
０
０
円
程
度
が
必
要
（
開
校
日
に
持
参
）
で
す
。

希
望
者
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
明
記

の
上
、
６
月
22
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
必

着
）。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先　

古
賀
市
り
ん
ぽ
・
か
ん

　

〒
８
１
１

－

３
１
０
６　

古
賀
市
日
吉
３
丁
目
14

－

１

　

☎
９
４
３

－

４
２
２
２
（
代
）

●1967年、韓国忠州市出身。韓南大学校師範大学教育学
科卒業後、1994年に留学のため来日。●1999年に琉球大
学院教育学研究科・教育学修士、2005年には九州大学院
人間環境学府・教育学博士を取得。●現在はアジア教育
史学会員、韓国教育史学会員、大学の非常勤講師などを
歴任しながら、国際交流協会外国語ハングル講師として
も活躍中。●古賀市りんぽ・かんの「異文化教室」は2007
年度から携わっている人気講師。

朴　永奎（パク・ヨンキュ）

ＰＲＯＦＩＬＥ
自主グループを含めるとほぼ毎日開催されている韓国文化教室
（写真は第１期生）

▼

龍
頭
山
公
園
内
の
釜
山
タ
ワ
ー
か
ら
眺
め
た
韓
国
釜
山
港

りんぽ・かんへ行こう！
古賀市りんぽ・かんの人気メニュー

朴先生の
韓国文化（韓国語）教室受講生募集
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大
人
気
で
す
。
り
ん
ぽ
・
か
ん
の〝
異
文
化
教
室
〞　

●
韓
国
文
化
教
室（
韓
国
語
）
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お
と
な
り〝
韓
国
〞を
満
喫第５期生で韓国釜山へ“突撃実践旅行”を敢行

り
ん
ぽ
・
か
ん
韓
国
文
化
教
室
第
５
期
生
卒
業
生　

中
野
明
子
さ
ん

あ
っ
と
い
う
間
の
６
か
月
間
で
し
た
。

　

１
日
２
時
間
の
講
座
の
う
ち
、
１
時
間
が
韓
国
語
、
残
り
１
時
間
は

朴
先
生
の
楽
し
い
韓
国
情
報
を
聞
く
と
い
う
講
座
の
た
め
、学
校
で
の

授
業
の
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
な
く
、
全
20
回
、
６
か
月
間
の
初
級

コ
ー
ス
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
韓
国
語
は
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
覚
え
や
す
い
言
葉
だ

と
い
わ
れ
て
お
り
、短
期
間
の
コ
ー
ス
で
日
常
会
話
ぐ
ら
い
は
何
と
か

で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
甘
い
考
え
か
ら
、初
級
コ
ー
ス
終
了
後
に
は
受

講
生
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
韓
国
釜
山
へ
の〝
突
撃
実
践
旅
行
〞

を
敢
行
。
結
果
は
散
々
で
し
た
が
、
食
事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
韓

国
釜
山
の
魅
力
を
思
う
存
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
り
ん
ぽ
・
か
ん
の
異
文
化
教
室
で
学
ば
れ
て
き
た
諸
先
輩

方
に
習
っ
て
、私
た
ち
第
５
期
生
も
当
然
の
よ
う
に
自
主
グ
ル
ー
プ
と

し
て
今
後
も
韓
国
文
化
教
室
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
声
か
ら



●古賀市りんぽ・かんは2007年度からちょっぴり生まれ変
わったのをご存知ですか。そのひとつがこの古賀市りんぽ・か
ん通信“りん・か～ん”です。●２００７年度は “りん・か～
ん”（Vol.1）が全九州隣保館だよりコンテストで最優秀に、写真
部門でも厚生労働省表彰を受賞しました。2008年度には全
国隣保館だよりコンテストで“りん・か～ん”（Vol.4）が全隣協
（全国約１,０００館の隣保館が加盟）会長賞を受賞、昨年行わ
れた第７回全隣協フォトコンテストでは古賀市りんぽ・かんか
ら出展した写真が「特選」を受賞するなど、毎年、数々の賞を
受賞、今や古賀市りんぽ・かん通信は “全国区 ”にまで成長し
ました。●古賀市りんぽ・かん通信は年３回の発行を目指して

おり、りんぽ・かん周辺地域や古賀市内の各公共施設などで無
料配布されています。●さらに、古賀市りんぽ・かんは２０１０
年度からは施設の改修なども含め、大きく変貌しようとしてい
ます。詳細はまだ詰めの段階で詳しくは掲載できませんが、全
貌が明らかになった時
点でこのりんぽ・かん
通信を通してお知らせ
していく予定です。●
これから先も新しい古
賀市りんぽ・かんにご
期待ください。

E-Mail rinpokan@city.koga.fukuoka.jp　　　　古賀市りんぽ・かん 〒811－3106　福岡県古賀市日吉３丁目14－１☎092‒943‒4222

INFORMATION
古賀市りんぽ・かんのこれからの予定

あなたの就職活動を応援
市りんぽ・かんの
「おしごと情報検索コーナー」

放課後の子どもたちの居場所づくり
市りんぽ・かんの
「よりみちタイム」

楽しい英語でコミュニケーション
夏休み
「子ども英語文化教室」

被爆地長崎での体験ツアー
夏休み
「平和人権教室」

市りんぽ・かん１階フロア
の一角に「おしごと情報検索
コーナー」があるのをご存知
ですか。ここではインター
ネットで就職情報が自由に閲
覧できるほか、ハローワーク
からの最新情報なども閲覧で
きます（古賀市無料職業相談
所への事前登録が必要）。ま
た、古賀市無料職業相談所
の分室としての機能を持つ市
りんぽ・かんでは、職業相談
員の資格を持った職員が就
労のためのアドバイスなども
行っています。市民の方なら
誰でも利用できますので、気
軽にどうぞ。

市内の小・中学生が放課後、
宿題や自習、調べ学習など
に気軽に利用できるスペース
を提供する市りんぽ・かんの
「よりみちタイム」は、自分の
ペースに合わせ、学校帰りな
どに自由に利用することがで
きます。

開催日　毎週火～木曜日
　　　　16：00～18：30
毎週木曜日は高校生対象の
「古賀教室」も開催しています。

英語は世界中で使用されてい
る便利なツールです。市りん
ぽ・かんの「子ども英語文化
教室」では、外国籍の講師陣
が子どもたちに遊びや歌など
を通して楽しい英語を伝えま
す。今年も夏休みに市内小学
生１～３年生を対象に実施予
定です。
詳しい内容や募集要項は市
内小学校を通じてチラシを配
布予定です。

1945年８月９日午前11時２分、
長崎に原爆が落とされた街は
廃墟と化し、一瞬にしてかけが
えのないたくさんの命が奪われ
ました。私たちはこうした過ち
を二度と繰り返すわけにはいき
ません。市りんぽ・かんではそ
んな願いを込めて夏休み期間
中に「平和人権教室」を実施し
ます。平和をテーマにした映画
の上映やキャンドルの夕べ、原
爆投下日の８月９日には被爆地
長崎を訪れ、平和の大切さを
肌で感じる体験ツアーも実施し
ます。ぜひご参加ください。
詳しい内容や募集要項は市内
小学校を通じてチラシを配布予
定です。

きみも英語が
好きになる

実際に被爆地長崎を
訪れる体験ツアーです

全国隣保館だよりコンテストで特選受賞の「みんなで仲良く初体験」

▲
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